
産地における安定供給の取組について

播種～販売までのサプライチェーン構築の実践

鹿追町農業協同組合
フィールドスーパーバイザー

今田 伸二
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資料１



国産野菜シェア奪還プロジェクトセミナー 目次

１．鹿追町の紹介

２．鹿追町の抱えている課題とキャベツ産地化

３．鹿追町キャベツ産地化の変遷（加工業務用へ）

４．加工キャベツの対策と国の事業活用

① 機械化一貫体系の歩み

② 生食 ⇒ 加工への転身 玉売り ⇒ 重量売りへ
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項 目 令和７年度 平 年

積算気温 3,474℃ 2,882℃

降 水 量 670㎜ 745㎜

日照時間 1,254hr 1,028hr

気象概要（４～１０月）
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鹿追町

然別湖

・位置 東経143°08′～143°55′
北緯43°02′～43°23′

・面積 39,961ha
・東西 17.7km
・南北 39.8km
・人口 4,781人
・総世帯数 2,457戸

＊令和8年3月末現在

札幌市

帯広市

富良野市

鹿追町

エンデランス

ばんば

然別湖
神田日勝美術館記念館
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令和７年鹿追町の農業

区分 R７年
R8年

（中期計画目標）

農業経営体戸数 １７１戸 １８３戸

耕地面積 １１，５５４ha １１，６１６ha

農業生産額合計 ２７７．５億円 ２６９．２億円

畜産生産額 ２０５．８億円 １９８．３億円

農産生産額 ７１．７億円 ７１．９億円

うち野菜 ５．３７億円 ７．０１億円

畑作
専業

酪農
専業

畜産
専業

畑酪
混同

酪畑
混同

その他
混同

合計

R７ 96戸 65戸 4戸 2戸 2戸 2戸 171戸

鹿追町農業協同組合
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１．鹿追町の抱えている課題と
キャベツ産地化

鹿追町のキーワード

農家戸数減少

規模拡大

キャベツ産地振興
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y = 0.6801x + 29.902
R² = 0.9907
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鹿追町の畑作専業規模拡大
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キャベツ栽培面積と１戸当経営面積の推移

生食キャベツ… 加工キャベツ面積（ｈａ）
全体キャベツ面積ha 1戸当経営面積推移（ha）
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２．鹿追町キャベツ産地化の変遷
（加工業務用へ）
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国の事業と取組内容
＊育苗センター設置と全自動2畦移植機

収穫機械開発（199８～2010年）
農業機械等緊急開発プロ 収穫機の開発協力

HC-1、HC-10、マメトラ機、

生産性限界打破事業 収穫機の開発と栽培・販売環境への対応

研究成果実用化事業 加工業務へシフトするきっかけ（収穫

機と選果ライン）
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事例：加工業務用キャベツ JA鹿追町の取組み
1.経営規模に応じた機械化へ

キャベツ収穫機の変遷

手収穫

鹿追町農業協同組合

収穫搬出機 収穫機HC-１ 収穫機HC-10 収穫機マメトラ
２畦収穫機

育苗センター 育苗中の状況 全自動2畦移植機
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キャベツ調製ライン

荷受け

重量選別前分別

・緊プロ事業、研究成果実用化促進事業で実用化

調製（品種毎に設定可能）

供給

重量選別（3段階）

容器詰め
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流通改革、加工と貯蔵（2013～2023）
国産野菜サプライチェーン事業

生産者、実需者、種苗会社、機械メーカー、施設会社、
リース会社等の協議会を主催
加工事業の本格化と安定供給の研究
（加工後の殺菌と長期貯蔵に挑戦）
JAによる収穫機導入し委託収穫と貸出

青果物流通システム高度化事業
産地リレーを目指しJA鹿追、とぴあ浜松、JA尾鈴が産地とし

て、関連会社を入れて協議会発足
端境期対策で、中間貯蔵・長期貯蔵を研究

（オゾン発生装置、スーパーフレッシュでの長期貯蔵にチャレンジ

アビーの零度以下保存技術について調査）
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鹿追町サプライチェーン協議会活動
（参加団体 12団体 生産者・関連・実需・種苗・物流・資材・機械等）

ダイドー海上コンテナでの
中間貯蔵試験

導入した収穫機、
現地研修の風景

協議会全体会議の状況

メッシュボックスワンウエ
イリース説明

各種試験報告

取組む品種説明
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リレー出荷高度化協議会の活動
（団体数 産地３ 実需・中間8 関連２ 施設２ 種苗１

輸送１ 協力8 計２５団体）

スーパーフレッシュのみ
試験

コスモファン殺菌試験

スーパーフレッシュ+
コスモファン試験
3カ月後

中間貯蔵試験

自動収穫機試験視察

会議の状況

先進地
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自動収穫機開発第１期
（立命館大学、トヨタ自動織機、オサダ農機、JA鹿

追町）

革新的技術開発・緊急展開事業（先導プロ）
収穫機の改良⇒自動収穫機の開発

革新的技術開発・緊急展開事業（AIプロ）
自動収穫機開発
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普及した収穫機の変遷

小型収穫機
HC-121

大型機
HC-141

大型機
HC-1400

無人収穫機

鹿追町農業協同組合

18



自動収穫機変遷
革新的技術開発・緊急展開事業
（うち人工知能未来農業創造プロジェクト） 戦略的スマート農業技術開発・改良

スマート生産方式SOP
（スマート農業技術導入・運用手順書）
作成研究
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収穫適期予測・収量予測を活用（2019年～202６年）

ＳＩＰ２事業 （精密出荷予測システム開発）

（2019年～2022年）

収穫機適性品種選定事業

（2024年～2025年）

ＳＯＰ事業（２０２５年～２０２６年）

収穫機導入手順書作成、自動収穫機実証試験
播種～販売まで計画、予測、実績を体系化したシステム構築へ
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SIP2事業中間報
告（島氏より）
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収穫適期予測導入からの展開
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ＳＩＰ事業（2019年～2022年）
（東京大学、オサダ農機、JA鹿追町）

戦略的スマート農業技術緊急展開事業
（2022年～2024年）

自動収穫機開発第2期
（東京大学、帯広畜産大学、ヤンマーアグリ、オサダ農

機、JA鹿追町）

畑作り～収穫～出荷まで自動を目標に
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戦略的スマート農業開発
・改良事業
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国産野菜サプライチェーン連携強化緊急対策事業

（JA水戸、JA鹿追町、横浜丸中ホールディングス、サラダクラブ、

丸全昭和運輸、日建リース、十勝農協連）

周年安定供給を目指して（豊凶、端境期対策の実証）
① 産地間リレー（拡大を検討）
② 中間貯蔵、長期貯蔵
③ 流通の効率化
④ システム化の検討
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加工キャベツサプライチェーンコンソーシアム

（参加団体 産地２、中間１、実需１、システム１
輸送関係１、農業団体２ 計８団体）

会議風景 現地実演会
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JA鹿
追町

JA水戸

JAとぴ
あ浜松

中間事業者
横浜丸中

実需者
サラダクラブ中間

長期
貯蔵

生産履歴
トレーサビリティー

鉄コンRFID
データ送信

日建
リース

鉄コン回収の
スムーズ化

事業のポンチ絵
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４．安定供給の対策

① 遠隔地の輸送問題（運べない問題）

② 気象に振り回される豊凶と投機に使われる作物問題（端境
期・・・）

③ 加工７０％ 生食３０％なのに・・・・

④ いまだにある産地間競争による産地のつぶし合いと海外から
の脅威

対策は・・・・・計画から現実段階として紹介
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栽培JA：11団体
・上士幌
・士幌（部会休会中）
・本別・浦幌
・芽室・鹿追
・川西・音更・幕別
・大樹
・更別（農家単独）

加工業務用野菜協議会(仮)構想

• 流通経費は50％以上を占めている
（鉄コンリース料、マージン含）

• 独自商流網での販売⇒経営資源の分散

• 不要部位（外葉や芯）のゴミを消費地へ輸送

• 余分な部分を除去⇒輸送費の減少
• 内部障害や少々の傷物も加工
⇒輸送クレーム、廃棄ロス低減

• 市場との交渉力の一本化
• 国家資金の導入
⇒適期予測情報の共有、共同出荷

• 経営資源共用
⇒育苗施設・機械・保管施設

• 作業スケジュールの最適化
• 売価乱高下ゼロ

• 空輸の活用⇒緊急時下（悪天候等）の供給
• 流通経費率の削減
• 廃棄ロス＝フードロスの削減
• 収入安定⇒肥料農薬の削減

• （一次加工）企業は数社程度 • 既存の加工企業との住み分け及び連携

（管内既存企業との競合回避）

• 地域雇用創出 ⇒雇用の確保
• 関連企業集積（物流・倉庫）
• 食品メーカー誘致による産業集積
⇒地域一体の戦略的誘致

• 十勝GDPの向上

• JAや生産者と個別契約?? • 仕入れ先の一元化
⇒ピッキング場所の集約によるコスト削減

• 納入不可事態の回避

• 相談先窓口の一元化 ⇒管内野菜の集積場

キャベツ協議会組織 ～ 合資会社設立
（実需者＋地元農業関係者＋クラウドファンディング）
広域連携による付加価値増大・リスク分散

協議会組織～合資会社設立：手段検討 危険分散～展 開：メリットの共有

生産側

地 域

実需者

現 状：目的の共有化

独自の商流 集 積 供給手段の追加

一次処理（外葉・芯除去）
及び千切などカット野菜製品対応

実需者の要望

利用部位

1st  加工業務用キャベツ
 前提事項：十勝全域での展開

後発地域も参入できる仕組み作り
他作物についても有利な地域で協議会を組織できる前例として

トレーラー
＋

フェリーでの供給
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現地加工の概要
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加工事業案
キャベツ中心に考えた案です。

OEMによる製造を行う。

移動無し

ラインにAIによる色彩選別機を活用して内部障害

褐変について除去する。

十勝全域から集荷（十勝広域を実現）

　各町村にある予冷庫から中央の予冷庫へ

中間貯蔵基地

＊安定供給を実現する為には、産地の広域化は必須
＊運営会社は、賛同する加工メーカー（10社程度）に参加して頂き
　合弁会社を設立させて運営 小売り業者
＊運営する社員は基本的に参加する各社より社員を派遣。
＊役員構成は、参加する加工会社とＪＡと合弁会社で構成する。
＊加工は総菜を中心に行う
＊加工品輸送は、府県は基本空輸・道内は陸送を基本とする
＊地域の原料を主体とした品目を生産
＊シーズンでの品目切替が必要

＊規格外をパウダー加工する。 加工会社
＊内部障害発生時を考慮して１次加工する場所を設置
＊OEMによる複数の業者と取引
＊雇用はシーズンのみと通年雇用2パターンにして最盛期と閑散期

　による雇用振り分け

フードテックパーク内

トレーラー輸送

ＲＯＲＯ船輸送

トレーラー輸送ＪＲ貨物輸送

参加する各企業から社員を派遣

航空機で府県ローカル空港へ
輸送

道内主要都市
トレーラー輸送

予冷庫
加工工場

港へ

JA

JA

JA

個人生産者
商社

加工メーカー 加工メーカー

加工メーカー

加工メーカー

加工メーカー
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最後に遠隔産地の鮮度保持技術要望

1. 加工後の鮮度保持、緊密度を抑えて加工後消費期限延長

2. 低コストのコールドチェーン技術
輸送中の冷蔵鮮度保持

3. 低コスト貯蔵技術による豊凶・端境期対策利用

4. 長期収量予測技術の精度向上
貯蔵・販売の判断する技術として

5. 全国連携による安定供給に向けた組織化と取組み
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まとめ

機械化一貫体系による安定供給を進めて来ましたが、
機械の開発では普及は難しい。

政策・品種・栽培体系・集出荷・荷姿・輸送・販
売・産地間の協力・調整弁になる中間事業者・施設資
材など全ての変化が求められることから、縦割りのぶ
つ切りで出来ることではないと感じています。

産地が実需者・消費者へ安定供給する体制を構築す
るため、関係する全ての方での協力が無いとこれから
激変する情勢の中で自給率アップは難しいので皆さん
で協力し合い進めたいと私は考えています。
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